
 四日市市児童発達支援センター規則の一部を改正する規則をここに公布する。 

  令和２年５月１日 

                    四日市市長  森  智 広 

四日市市規則第３８号 

   四日市市児童発達支援センター規則の一部を改正する規則 

 四日市市児童発達支援センター規則（昭和５４年四日市市規則第９号）の一部を次

のように改正する。 

 

改正後 改正前 

（組織及び定員） （組織及び定員） 

第３条 学園の組織及び定員は、次のと

おりとする。 

第３条 学園の組織及び定員は、次のと

おりとする。 

(1) 児童発達支援センターあけぼの学

園（多機能型） 

(1) 発達支援部通園グループ 定員 

５０名 

ア 児童発達支援センター 定員 

１日につき８０名 

 

イ 保育所等訪問支援事業所  

ウ 相談支援事業所  

(2) 児童発達支援事業所四日市市立あ

けぼの学園（多機能型） 

(2) 地域支援部療育グループ 定員 

１日につき２０名 

ア 児童発達支援事業所 定員 １

日につき２０名 

 

イ 放課後等デイサービス事業所 

定員 １日につき３０名 

 

ウ 居宅訪問型児童発達支援事業所  

 (3) 訓練部訓練援助グループ 

  

（事業） （事業） 

第４条 前条各号に規定する事業所は、

次の各号に定める事業を行うものとす

る。 

第４条 前条各号に規定するグループ

は、次の各号に定める事業を行うものと

する。 



(1) 児童発達支援センター 児童福祉

法（昭和２２年法律第１６４号。以下

「法」という。）第６条の２の２第２

項に規定する事業 

(1) 発達支援部通園グループ 学園を

週５日利用する児童に対し、児童福祉

法（昭和２２年法律第１６４号。以下

「法」という。）第６条の２第２項に

規定する児童発達支援 

(2) 保育所等訪問支援事業所 法第６

条の２の２第６項に規定する事業 

(2) 地域支援部療育グループ 主に学

園を週１回程度利用する児童に対し、

法第６条の２第２項に規定する児童

発達支援 

(3) 相談支援事業所 法第６条の２の

２第７項に規定する事業及び障害者

の日常生活及び社会生活を総合的に

支援するための法律（平成１７年法律

第１２３号）第５条第１８項に規定す

る事業並びに発達にかかる一般相談

支援及び保育園等への巡回相談支援 

(3) 訓練援助グループ 学園通園児、卒

園児等を対象に、専門的な訓練援助を

実施するとともに、前各号の事業に対

して専門的な立場から、助言、相談等

の必要な支援 

(4) 児童発達事業所 法第６条の２の

２第２項に規定する事業のうち個別

の機能訓練又は心理指導等 

 

(5) 放課後等デイサービス 法第６条

の２の２第４項に規定する事業 

 

(6) 居宅訪問型児童発達支援事業所 

法第６条の２の２第５項に規定する

事業 

 

  

（入退園等） （入退園等） 

第５条 児童発達支援センターへの入園

児童は、次の各号のいずれかに該当する

児童とする。 

第５条 入園児童は、次の各号のいずれ

かに該当する児童とする。 

(1) 法第２１条の５の３の規定による

障害児通所給付費の支給決定を受け、

児童発達支援センターが提供する事

(1) 法第２１条の５の３の規定による

障害児通所給付費の支給決定を受け、

発達支援部通園グループ及び地域支



業の利用契約を締結した保護者が監

護する当該支給決定に係る児童 

援部療育グループが提供する事業の

利用契約を締結した保護者が監護す

る当該支給決定に係る児童 

(2) （略） (2) （略） 

(3) その他市長が児童発達支援センタ

ーの提供する事業の利用を適当と認

めた児童 

(3)市長が発達支援部通園グループ及び

地域支援部療育グループが提供する

事業の利用を適当と認めた児童 

２ （略） ２ （略） 

３ 市長は、児童発達支援センターが提

供する事業の利用を不適当と認めた児

童を退園させることができる。 

３ 市長は、発達支援部通園グループ及

び地域支援部療育グループが提供する

事業の利用を不適当と認めた児童を退

園させることができる。 

  

（休園日） （休園日） 

第７条 学園の休園日は、次の各号に掲

げる区分に応じ、当該各号に定める日と

する。ただし、園長が必要と認めるとき

は、市長と協議のうえ、変更し、又は臨

時に休園日を定めることができる。 

第７条 学園の休園日は、次の各号に掲

げる区分に応じ、当該各号に定める日と

する。ただし、園長が必要と認めるとき

は、市長と協議のうえ、変更し、又は臨

時に休園日を定めることができる。 

(1) 児童発達支援センター、児童発達支

援、放課後等デイサービス 

(1) 発達支援部通園グループ 

ア 日曜日 ア 日曜日及び土曜日 

イ及びウ （略） イ及びウ （略） 

(2) 保育所等訪問支援、相談支援、居宅

訪問型児童発達支援 

(2) 地域支援部療育グループ 

ア 日曜日及び土曜日 ア 日曜日 

イ及びウ （略） イ及びウ （略） 

  

（休園） （休園） 

第８条 園長は、次の各号のいずれかに

該当するときは、休園することができ

る。 

第８条 園長は、次の各号のいずれかに

該当するときは、休園を命ずることがで

きる。 



(1)から(3)まで （略） (1)から(3)まで （略） 

  

（通園） （通園） 

第９条 児童発達支援センターの児童の

通園は、徒歩、自家用車等で通園する者

を除き、学園におく通園バスによって行

う。 

第９条 発達支援部通園グループの児童

の通園は、徒歩、公共交通機関等で通園

する者を除き、学園におく通園バスによ

って行う。 

２ （略） ２ （略） 

３ 第１項の通園バスには、前項の乗務

に必要な職員、児童発達支援センターの

児童及び監護に必要な保護者並びに園

長が特に認めたもののほか乗車するこ

とができない。 

３ 第１項の通園バスには、前項の乗務

に必要な職員、発達支援部通園グループ

の児童及び監護に必要な保護者並びに

園長が特に認めたもののほか乗車する

ことができない。 

４ （略） ４ （略） 

 

   附 則 

 この規則は、公布の日から施行する。 

（こども未来部児童発達支援センターあけぼの学園） 


